
エ トロフ問題 の歴史的起源

〈
研

究

ノ

ー

ト

〉

エ
ト

ロ
フ
問
題

の
歴
史
的
起
源

一
九
世
紀
初
頭
の
漁
業
経
営

高

橋

周

は
じ
め
に

(
1
)

エ
ト

ロ
フ
島
は
、

い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
の
最
北

に
位
置
し
、
国
境
問
題

を
孕
ん
だ
島

で
あ
る
。
現
在
、
日
本
政
府

は

エ
ト

ロ
フ
島
ま
で
を
固
有
の

領
土
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
近
世
期

に
お
け
る

エ
ト

ロ
フ
島

支
配
の
確
立

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
千

島
列
島
で
の
ロ
シ
ア
の
南
下
は
、

エ
ト

ロ
フ
島
に
ま
で
及
び

つ
つ
あ

っ
た
。

(
2
)

そ

れ

に
対

し

て

「
日

本

」

側

で

は
、

多

く

の

「
日

本

」

人

が

エ
ト

ロ
フ
島

に
入

る

こ

と

に

よ

っ
て
、

ロ

シ

ア
が

手

を

引

く

よ

う

に

な

る

と

考

え

て

(3
)

い
た
。
実
際
に

「日
本
」
人

の
往
来
が
多
く
な

っ
て
か
ら
は
、

ロ
シ
ア
人

が

エ
ト

ロ
フ
島

に
住
む
こ
と
は
な
く
、
「
日
本
」
に
よ
る
支
配
と

い
う
事

実
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
幕
末

の
国
境
確
定
交
渉

の
初
期

に
、

ロ
シ
ア
側
が
行

っ
た

エ
ト
ロ
フ
島
ま
で
領
有

の
主
張
を
、
日

(4

)

本
側
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ

の
結
果
、
日
本
と

ロ
シ
ア
の
国
境

は

エ
ト

ロ
フ
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島

の
問

に
引
か
れ
た
。
現
在

の
エ
ト
ロ
フ
島

(
5
)

ま
で
の
返
還
要
求
は
、
こ
の
時

の
国
境
確
定

に
も
と
つ

い
て
い
る
。

つ
ま

り
近
世
期
で
の
支
配
が
、
今
日
の
日
本
政
府

に
よ
る
主
張

の
淵
源
と
な

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

最
初

に

「日
本
」
が

エ
ト
ロ
フ
島

へ
直
接
支
配
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
の

は
、
田
沼
意
次
が

一
七
八
五

(天
明
五
)
年

に
開
始
し
た
蝦
夷
地
調
査
で

あ
る
。
翌

一
七
八
六

(天
明
六
)
年

に
、
調
査
隊
の

一
人
で
あ
る
最
上
徳

内
が
渡
る
と
、

エ
ト

ロ
フ
島
に
は
三
人
の
ロ
シ
ア
人
が
い
た
。
北
隣
の
ウ

(
6
)

ル
ッ
プ
島
に
は
、
す

で
に
ロ
シ
ア
人
が
住
む
よ
う

に
な

っ
て
い
た
。
「日

本
」

の
歴
史

に
直
接
関
与
し
だ
し
た
こ
の
時
か
ら
、

エ
ト
ロ
フ
島
は
国
境

の
島
で
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
の
接
近
は
、

一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭

の
重
要
な
対
外
問
題
で
あ
り
、
幕
府
が
蝦
夷
地

へ
の
関
与
を
始
め
た
政
治

的
原
因

で
あ

っ
た
。
幕
府

は

一
七
九
九

(寛
政

=

)
年

に
エ
ト

ロ
フ
島

(
7
)

を
含
む
東
蝦
夷
地
を
直
轄
と
し
た
。

エ
ト

ロ
フ
島
は

ロ
シ
ア
に
対
峙
す
る

最
前
線

で
あ

っ
た
。
箱
館
奉
行
は
、

一
八
〇
三

(享
和
三
)
年

の
老
中

へ

の
書
付
に
、

エ
ト

ロ
フ
島
は
外
国
に
最
も
近
く
、
特
に
隣

の
ウ
ル
ッ
プ
島
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に

は

「
ヲ

ロ
シ

ア
人

」

が

住

む

の

で
、

取

締

り

の
第

一
の
場

所

で

あ

り

、

最

初

の
年

か

ら

エ
ト

ロ

フ
島

を

「
眼

目

」

と

し

て
取

り

扱

っ
て
き

た

、

と

(8
)

記
し
て
い
る
。

エ
ト
ロ
フ
島
が
、
対

ロ
シ
ア
と

い
う
点

で
特
別
な
地
域
で

あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

エ
ト

ロ
フ
島

で
は
、
単
に
政

治
的
な
活
動
だ
け

で
は
な
く
、
「
日
本
」

人
に
よ
る
経
済
活
動
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
場
所
の
開

設
で
あ
る
。
近
世
後
期

の
蝦
夷
地
で
は
、
漁
業
や
対
ア
イ
ヌ
交
易
な
ど

の

経
済
活
動
を
行
う
地
域
を

「場
所
」
と
い
う
概
念

で
呼
ん
で
い
た
。
各
場

所
で
の
経
済
活
動
は
、
商
人
が
松
前
藩

(直
轄
中
は
幕
府
)
か
ら
請
け
負

う

「場
所
請
負
」
と
い
う
制
度

で
行
わ
れ
て
い
た
。
場
所
が
開
設
さ
れ
、

継
続
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
経
済
的
に
も

「
日
本
」

の
支
配
が

エ
ト

ロ

フ
島

で
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

エ

ト

ロ
フ
場
所

の
開
設
と
経
営
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
北
方
領
土
問

題
を
考
え
る
上

で
必
要
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。

場
所
と
し
て
の
エ
ト

ロ
フ
に
も
、
特
別
な
点
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
場

所
の
開
設
が
幕
府
直
轄
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
他

の
場
所
は
幕
府

の

直
轄
開
始
時

に
は
す
で
に
開
設
さ
れ
、
商
人
に
よ
る
場
所
請
負
が
行
わ
れ

て
い
た
。
例
え
ぽ
、

エ
ト

ロ
フ
島

の
南
隣
の
ク
ナ
シ
リ
島
に
は

一
七
五
四

(宝
暦
四
)
年
に
、

カ
ラ
フ
ト
に
は

一
七
九
〇

(寛
政
二
)
年

に
、
場
所
が

(9
)

開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

エ
ト
ロ
フ
島
で
は

一
七
八
六
年

の
後
、

一
七
九

一

(寛
政
三
)
年
、

一
七
九
八

(寛
政

一
〇
)
年
と
調
査
が
行

わ

れ
、
場
所
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
直
轄
後

の

一
八
○
○

(寛
政

一
二
)
年

(
10

)

で
あ

っ
た
。
場
所
開
設
時
は
請

負
で
は
な
く
幕
府

に
よ
る
直
捌

(直
接
経

営
)
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
開
設
や
経
営

に
幕
府

の
場
所
制
度

へ
の
考
え

方
が
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

エ
ト

ロ
フ
場
所

に
は
、
開
設
時
か
ら

一
八
三
二

(天
保
三
)
年
ま
で
高

田
屋
が
携
わ

っ
て
い
た
。
高
田
屋
は
初
代
嘉
兵
衛
が
兵
庫
を
拠
点
に
海
運

業
を
興
し
、

一
七
九
八
年
に
は
箱
館

に
支
店
を
設
け
た
。

一
七
九
九
年
に

エ
ト

ロ
フ
島

へ
の
航
路
を
開
き
、
東
蝦
夷
地

の
他
地
域
で
場
所
請
負
が
再

開
さ
れ
る

一
八

=
二
年
以
前
か
ら
、
例
外
的

に
エ
ト
ロ
フ
場
所
を
請
負

っ

(11

)

て

い
た

。

そ

の
後

、

ゴ

ロ
ヴ

ニ
ソ
事

件

の
際

に

ロ

シ

ア
と

の
密

約

が

あ

っ

た

と

し

て

一
八

三

二

年

に
免

ぜ

ら

れ

る

ま

で

、

高

田

屋

に
よ

る

エ
ト

ロ

フ

(
12

)

場

所

の
請

負

は
続

け

ら

れ

た
。

こ

の
期

間

は

、

ロ

シ

ア
人

に

よ

る

エ
ト

ロ

フ
島

襲

撃

(
一
八
〇

七

(文
化

四
)
年

)

や

ゴ

ロ
ヴ

ニ

ソ
事

件

(
一
八

二

(文

化

八
)

年
～

一
八

=

二

(文

化

一
〇
)
年

)

な

ど

を

経

て
、

エ
ト

ロ

フ

島

へ
の

「
日
本

」

の
支

配

が

安

定

し

た
時

期

で
あ

る
。

同

時

に
、

エ
ト

ロ

フ
場

所

の
経

営

が

悪

化

し

た

時

期

で

も

あ

っ
た
。

し

か

し

、

史

料

上

の
制

(
13

)

約
も
あ
り
、

こ
の
間

の
場
所
経
営

の
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

(14

)

本
稿
で
用

い
る

「
エ
ト

ロ
フ
場
所
産
物
買
入
直
段
書
」
お
よ
び

「
エ
ト
ロ

フ
中
考
」
は
、
い
ず
れ
も
高
田
屋

の
子
孫
で
あ
る
高
田
嘉
七
氏
が
所
有
し
、

氏
が
館
長
を
務

め
る
北
方
歴
史
資
料
館

(函
館
市
)
に
保
管
さ
れ
て
あ
る
、

管
見

の
限
り
今
ま
で
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
で
あ
る
。

エ
ト

ロ
フ
場
所
は
開
設
当
初
こ
そ
利
益
を
あ
げ

た
が
、
そ
の
後
は
経
営

を
悪
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
白
山
友
正
氏

の

『増
訂
松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度

の
研
究
』

に
は

「当
初
鮭
鱒
は
頗
る

好
漁

で
有
り
、
そ
の
運
上
金
も
二
千
両
を
下
ら
な
か

っ
た
が
、
薄
漁
と
な
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り
文
政
元
年

(
一
八

一
八
)
頃

は
千
両
に
下
落
し
て
い
る
。
高
田
没
落
後

は
愈

々
薄
漁
と
な
り
、
高
田
屋

に
代

っ
た
関
東
屋
は
天
保
七
年

(
一
八
三

六
)
悲
鳴
を
上
げ
辞
退
、
そ
こ
で
全
九
年

(
一
八
三
八
)
藤
野
喜
兵
衛
、

西
川
准
兵
衛
、
岡
田
与
兵
衛

の
三
人
が
匿
名
組
合
を

つ
く
り
、

(略
)
経

営
し
た
が
収
支
償
わ
ず
し
て
四
年
後
に
之
を
返
納
し
、
後
之
を
継
続
す
る

者
が
な
い
の
で
、
荒
廃

に
帰
せ

ん
と
し
た
の
で
、
天
保
十
二
年

(
一
八
四

一
)
十
月
、
伊
達
林
右

工
門
、
栖
原
仲
蔵

の
共
同
請
負
と
な

っ
た
」
と

(
15

)

あ

る
。
高
田
屋
の
請
負
中
か
ら
経
営
が
悪
化
、
高
田
屋
が
請
負
を
解
か
れ

た
後
は
さ
ら
に
深
刻
と
な
り
、
場
所
請
負

は
立
ち
行
か
な
く
な

っ
た
。
そ

の
原
因
を
漁
獲
量

の
減
少
と
し

て
い
る
。
『新
北
海
道
史
』
に
も
同
様

の

(
16
)

記
述
が
あ
り
、
菊
池
勇
夫
氏
も
近
著
で
経
営
悪
化

の
主
な
理
由
を
漁
獲
量

(
17

)

の
減
少
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら

の
研
究

で
は
、

エ
ト

ロ
フ
場
所

の
産
物
の
多
く
が
消
費

さ
れ
た

「
日
本
」
市
場

の
動
向
が
見
逃
さ
れ
て
い
る
。
生
産
局
面

で
の
経

営
状
況

の
変
化
が
市
場
と
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
。
本
稿
は
、
「
日
本
」

市
場
と
の
関
係
か
ら

エ
ト
ロ
フ
場
所

の
経
営
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
集
荷
時
の
産
物

の
買
い
入
れ
価
格
を
、

つ
ぎ
に
経
営
状
態

の
変
化
の
原
因
を
検
討
す
る
。

第
1
節

買
い
入
れ
価
格

の
設
定

幕
府
は
東
蝦
夷
地

の
直
轄
に
あ
た
り
、
銭
相
場

・
米
相
場
と
と
も
に
、

ア
イ
ヌ
と
の
交
易
価
格
を
固
定

し
た
。
幕
府
は
相
場

・
価
格

の
変
動
が
、

ア
イ
ヌ
に
は
交
易

へ
の
疑
念
を
、
場
所
請
負
人

に
は
乗
ず
る
機
会
を
与
え

て
い
た
と
判
断
し
た
。
そ
の
解
消

の
た
め
に
、
直
轄
開
始
の
時
点

に
お
け

る
各
場
所

の
交
易
価
格
を
も

っ
て
永
久
的
な
も

の
と
し
た
。
こ
れ
は
、
交

易
を
正
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
ア
イ

ヌ
か
ら
の
信
用
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

(18

)

も
の
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
、
実
際

に
は
米
な
ど
が
代
物
と
し
て
支
払
わ

れ
て
お
り
、

こ
の
価
格
は
代
物
で
あ
る

「日
本
」
品
の
価
値
を
示
す
尺
度

で
あ

っ
た
。
以
下
、

エ
ト

ロ
フ
場
所

で
の
買
い
入
れ
価
格

の
設
定

に
つ
い

て
み
て
い
く
。

価
格
設
定
に
お
け
る
配
慮

エ
ト

ロ
フ
場
所
に
お
け
る
価
格

の
設
定
に
は
、
特
有

の
事
情
が
あ

っ
た
。

そ

の
こ
と
に
つ
い
て
、

エ
ト
ロ
フ
場
所
の
開
設

に
あ
た
っ
た
支
配
勘
定
近

藤
重
蔵
は
、
場
所
を
開
設
し
た

一
八
○
○
年
に
次

の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

當
地

之
儀
者
新
開
御
場
所

二
付
諸
産
物
蝦
夷
共
6
御
買
上
直
段
も
初

而
取
究
候
折
柄

二
も
有
之
候
處
、
前

ー
當
地
蝦
夷
共
輕
物
其
外
油
等

積
乗

セ
、
ク
ナ
シ
リ
并
子
モ
ロ
・
ア
ツ
ケ
シ
江
罷
出
交
易
仕
候
節
者

格
別
之
遠
海
罷
越
候
譯
を
以
、

エ
ト

ロ
フ
産
物
之
義
其
場
所
之
定
直

段
6

ハ
一
等
宜
敷
買
上
遣
候
趣

二
相
聞
候

へ
共
、
此
度
者
此
方
6
格

別
之
遠
海
廻
船
被
差
遣
候

二
付
而

ハ
、
運
賃
諸
失
脚
も
不
少
義

二
付
、

是
迄
當
地
蝦
夷
共
地
方

へ
罷
出
候
振
合
を
以
見
合
候

ヘ
ハ
、

一
等
下

直

二
買
上
可
申
者
相
當
之
義

二
御
座
候

二
付
品

ー
不
相
當
無
之
、
蝦

夷
共
為

二
も
相
成
候
様
直
立
取
究
、
委
敷
申
諭
候
而
も
是
迄
覚
居
候

俵
割

二
而
巳
屈
託
仕
、
兎
角
呑
込
不
宜
、
彼
此
難
澁
候
趣

二
相
聞

へ
、
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(
19

)

強
而
直
立

い
た
し
候

ヘ
ハ
、
氣
受

二
も
拘
り
候

エ
ト
ロ
フ
場
所

で
の
産
物

の
買

い
入
れ
価
格
を
初
め
て
決
め
る
に
あ
た

り
、

エ
ト
ロ
フ
島

の
ア
イ

ヌ
が
行

っ
て
い
た
交
易
を
考
慮
し
て
い
る
。
場

所
開
設
以
前
に
は
、

ク
ナ
シ
リ

・
ネ
ム
ロ
・
ア
ッ
ケ
シ
ま
で

エ
ト
ロ
フ
島

の
ア
イ
ヌ
が

「格
別
之
遠
海
」

を
渡

っ
て
交
易
を
行

っ
て
い
た
。
そ

の
た

め
、

エ
ト
ロ
フ
島

の
産
物
は
、

そ
れ
ら
の
場
所
で
の
相
場
よ
り
も
高
く
買

上
げ
ら
れ
て
い
た
。
高
田
屋
嘉
兵
衛
が
航
路
を
見
出
す
ま
で
、
ク
ナ
シ
リ

ー

エ
ト
ロ
フ
問
は
激
し
い
潮
流

に
よ
り
交
易
用
の
船
を
渡
す
こ
と
が
で
き

ず
、
「日
本
」
側
で
は

エ
ト

ロ
フ
島

へ
の
渡
海
を
困
難
な
も

の
と
考
え

て

い
た
。
航
路
開
拓
と
場
所
開
設

に
よ
り
、
逆

に

「日
本
」
側
か
ら

エ
ト

ロ

フ
島

へ
渡
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
た
め
、
産
物
を
そ
れ
ま
で
よ
り
安
く

買
上
げ

る
こ
と
が

「相
當
之
義

」
と
さ
れ
た
。
ク
ナ
シ
リ
ー

エ
ト
ロ
フ
問

の
輸
送
の

コ
ス
ト
で
あ
る

「運

賃
諸
失
脚
」
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
他
の
場
所
と
同
じ

「
日
本

」
を
市
場
と
す
る
こ
と
か
ら
、

コ
ス
ト
と

い
う
経
済
的
要
因
が
考
慮
さ
れ

た
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
近
藤

は
買

い
入
れ
価
格

の
変
更

に
よ
る
悪
影
響
も
心
配
し
て

い
る
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、

エ
ト

ロ
フ
島
は
対

ロ
シ
ア
と
い
う
点

で

重
要
な
位
置

に
あ
り
、
幕
府

の
蝦
夷
地
対
策

の

「眼
目
」
と
さ
れ
て
い
た
。

(
20
)

そ
の
こ
と
は
、

エ
ト
ロ
フ
場
所
開
設
に
際
し
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
が
近
藤

に
出
し
た
指
示
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

エ
ト

ロ
フ
島
は
国
境

の
島
な

の
で
最
も
厳
重
な
敬言
戒

が
必
要
で
あ
る
が
、
周
囲
が
二
〇
〇
余
里

の
島
な

の
で
番
屋
や
砦
を
設
け

る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
た
だ
た
だ

ア
イ
ヌ

を
厚
く

「撫
育
」
し
て
外
国

に
傾
か
せ
な
い
こ
と
が
処
置

の

「眼
目
」

で

(21

)

あ
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
指
示

の
も
と
、
近
藤
が
価
格
設
定
に
ア
イ

ヌ
の

「氣
受
」
と
い
う
経
済
外
的
要
因
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。

設
定
さ
れ
た
価
格

の
意
味

エ
ト

ロ
フ
場
所

で
の
産
物
価
格
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
「
エ
ト
ロ
フ

場
所
産
物
買
入
直
段
書
」
が
あ
る
。
成
立
年
代
は
書
か
れ
て
い
な

い
が
、

高
田
家
に
残
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
の
で
、
場
所
開
設
か
ら
高
田
屋
が
場
所

請
負
を
解
か
れ
た

一
八
三
二
年
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
間

の
買

い
入
れ
価
格
は
固
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
史
料
に
あ
る
価
格
は
、

エ
ト
ロ

フ
場
所
開
設
以
来

の

一
貫
し
た
も

の
と
言
え
る
。

エ
ト
ロ
フ
場
所
で
の
価
格
を
隣

の
ク
ナ
シ
リ
場
所

で
の
も

の
と
比
較
し

(22
)

た
の
が
表
1
で
あ
る
。
ク
ナ
シ
リ
場
所

の
価
格
は
、
松
前
奉
行
所
調
役
荒

井
保
恵

に
よ

っ
て

一
八
〇
九

(文
化
六
)
年

に
記
さ
れ
た

『東
行
漫
筆
』

の
も
の
で
あ
る
。
表
1
に
は
、
両
史
料

に
共
通
し
た
す
べ
て
の
産
物

の
価

格
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
つ
の
場
所
の
価
格
に
は
明
ら
か
に
結
び

つ
き
が
あ
る
。

エ
ト

ロ
フ
場

所
の
価
格
を
a
、
ク
ナ
シ
リ
場
所

の
価
格
を
b
と
す
る
と
、
両
場
所
同
額

の
鰊
を
除
き
、
a
/
b
は
す
べ
て

(n
1
1
)/

n
と
な

っ
て
い
る

(n
は

自
然
数
)。
例
え
ぽ
、
生
産
量

・
生
産
額
と
も
最
も
多

い
〆
粕

の
エ
ト
ロ

フ
場
所
で
の
価
格
は
、

一
俵
11
二

一
貫
目
が
三
五
八
文
で
あ

っ
た
。
こ
れ

は
ク
ナ
シ
リ
場
所
で
の
〆
粕
価
格
四
四
八
文

の
4
/
5
で
あ
る
。

こ
の
よ
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う
に
、

エ
ト
ロ
フ
場
所

の
価
格

は
同
じ
産
物

の
ク
ナ
シ
リ
場
所

で
の
価
格

(
23
)

の
ー
/

n
だ
け
低
く
な
る
よ
う

に
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

エ
ト

ロ
フ
場
所

と
同
じ
く
〆
粕

一
俵
が

二

一
貫
目
な
の
は
ク
ナ
シ
リ
場
所
だ
け
で
あ

っ
た
。

北
海
道
本
島
で
は
最
も
千
島
寄

り
の
ネ
ム
ロ
場
所

で
も

一
俵
11
二

一
貫
五

(
24
)

○
○
目
で
あ

っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
以
外
の
場
所
で
は
、
直
轄
に
伴
う
価
格

の

設
定
は
直
轄
前

の
交
易
価
格
が

基
準
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

エ
ト
ロ
フ
場

所
に
は
基
準
と
な
る
交
易
価
格
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ク

表1エ トロフ ・クナシ リ産物価格対 照表

エ トロフ場 所(a) ク ナ シ リ場 所(b) a/b

鱒 〆粕358文=1俵=21貫 目 〆粕448文=1俵=21貫 目 4/5

鱒 油2240文=1挺=4斗

(560文=!斗)

鱒 油1344文=2斗

(672文=1斗)

5/6

塩鱒448文=16束

(28文=1束)

鱒448文=12束

(37文=1束)

3/4

水 豹 油2688文=1丁=4斗

(672文=1斗)

アザラシ油1568文=2斗

(784文=1斗)

6/7

鯡448文=6束 鰊448文=6束 1/1

干 鱈448文=10束

(45文=1束)

鱈448文=8束

(56文=1束)

4/5

鮭あたつ448文=12束

(37文=1束)

鮭アダッ448文=8束

(56文=1束)

2/3

()内 は史料 よ り比較 のた めに算 出。小数点以下 は四捨五入。

出典 エ トロフ場所 … 「エ トロフ場所 産物 買入直段書」(北 方歴史資料館蔵)

クナシ リ場所 …荒井保恵 「東行 漫筆」(秋 葉 実 『北方史史料集成第 一巻』

北海道 出版企 画セ ソター1991年 所収)196～197頁

よ り作成

で ナ
あ シ
る リ。 場

所
の
価
格
が
エ

ト

ロ

ブ

場
所
の
価
格
設
定
の
基
準
と
さ
れ
た
の

ク
ナ
シ
リ
場
所
は

一
七
五
四
年

に
開
設
さ
れ
、
産
物
を

「
日
本
」
市
場

(
25
)

に
供
給
し
て
い
た
。
ク
ナ
シ
リ
場
所
は
す
で
に

「日
本
」
市
場
と
直
結
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
場
所
請
負
人
に
よ
る
漁
業
が
始
め
ら
れ
た
直
後

の

一

七
八
九

(寛
政
元
)
年
に
は
、
ク
ナ
シ
リ

・
メ
ナ
シ
の
戦

い
と
呼
ば
れ
る

(
26
)

 ア
イ
ヌ
と

「
日
本
」
人

の
紛
争
が
起
き
た
。
そ
の
よ
う
な
軋
轢
が
発
生
し

た
の
も
、
「
日
本
」
市
場
向
け

の
産
物
が
存
在
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

ク
ナ
シ
リ
場
所

で
の
価
格
も
直
轄
化
時
点

の
価
格
で
固
定

し
た
も

の
で
、

そ
の
時
点
で
は

「日
本
」
市
場
に
適
う
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

エ
ト
ロ

フ
場
所
は
、
価
格
設
定

の
際

に
は
ま
だ

「日
本
」
市
場
と
直
結
し
て
は
い

な
か
っ
た
が
、
基
準
と
な

っ
た
ク
ナ
シ
リ
場
所
で
の
価
格
を
通
じ
、
間
接

的
に

「
日
本
」
市
場

の
影
響
下
に
あ

っ
た
と
言
え
る
。

エ
ト
ロ
フ
場
所
で

の
設
定
価
格
は
、
同
額

の
鰊
を
除

い
て
ク
ナ
シ
リ
場
所
で
の
価
格
よ
り
低

く
な

っ
て
い
る
。

エ
ト

ロ
フ
場
所
で
設
定
さ
れ
た
価
格
に
は
、
近
藤
の
見

解

に
あ
る
よ
う
な
経
済
的
要
因
に
対
す
る
配
慮
が
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

エ
ト

ロ
フ
島
は
国
境

の
島
で
あ

っ
た
が
、

エ
ト

ロ
フ
場
所

が
開
設
さ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
国
境
は
管
理
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

エ
ト

ロ
フ
島

の
ア
イ
ヌ
は
、

ロ
シ
ア
支
配
下
に
あ

っ
た
さ
ら
に
北

の
島
々
の
ア

イ
ヌ
と
、
「千
島
交
易
」
と
呼
ぼ
れ
る
交
易
を
行

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、

エ
ト

ロ
フ
島

の
ア
イ
ヌ
は
中
継
交
易
を
担

っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
ク
ナ
シ

リ
島

で
絹
や
木
綿

の
織
物

・
刀
剣

・
鋳
鉄
鍋

・
漆
器
な
ど

の

「日
本
」
品

を
ラ

ッ
コ
皮
や
鷲
羽
な
ど
と
交
換
し
て
入
手
し
た
。
そ
れ
ら

「日
本
」
品
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を

千

島

列

島

北

部

の

シ

ュ
ム

シ

ュ
島

や

パ

ラ

ム

シ
リ
島

、

さ

ら

に

カ

ム

チ

(
27

)

ヤ
ッ
カ
ま
で
持

っ
て
行
き
、
ラ

ッ
コ
皮
や
鷲
羽
な
ど
と
交
易
し
て
い
た
。

幕
府
が
彼
ら
の
ウ

ル
ッ
プ
島
以
北

へ
の
渡
海
を
禁
じ
た
の
は
、
場
所
開
設

(28

)

後

の

一
八
〇
三
年

で
あ

っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
場
所
が
開
設
さ
れ
た
時
点

で
は
、

エ
ト
ロ
フ
島

の
ア
イ

ヌ
は
国
境

を
越
え
て
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(29
)

ア
イ

ヌ
を

ロ
シ
ア
側
に
つ
け
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、

ア
イ

ヌ

「保
護
」

策
が
重
要
で
あ

っ
た
。
蝦
夷
地

取
締
御
用
掛
は
、

ロ
シ
ア
も
ア
イ

ヌ
に
対

し
て

「保
護
」
策
を
と
る
と
想
定
し
て
い
た
。

ロ
シ
ア
の
領
土
拡
大
策

に

つ
い
て
、
武
力
攻
撃
を
す
る
の
で
は
な
く
、
「仁
を
假
り
、
恵
を
似
せ
て
」

(30
)

な

づ

け

て

い
く

の
が

「
彼

國

の
奇

法

」

で
あ

る

と

し

て

い

た
。

対

象

で
あ

る

ア
イ

ヌ
を

勢

力

範

囲

内

と

す

る

か
範

囲

外

と

す

る

か

の
違

い
こ

そ

あ

れ
、

「
日

本

」

と

同

様

に

、

ア

イ

ヌ

「
保

護

」

策

を

ロ

シ

ア
が

行

う

と

考

え

、

警

戒

し

て

い

た
。

エ
ト

ロ

フ
場

所

開

設

の
前

年

に

、

近

藤

は

ロ
シ

ア

に

よ

る

ア

イ

ヌ

「
保

護

」

策

に
関

す

る

二

つ

の
情

報

を
記

し

て

い

る
。

一
つ
は
、

カ

ム

チ

ャ

ッ
カ

の
役

人

が

交

代

し
、

新

し

い
役

人

は

ア
イ

ヌ

へ
の
代

物

を

良

く

し

て

い

る
、

と

い

う

も

の

で
あ

っ
た

。

そ

し

て

も

う

一
つ
は
、

ア

ッ

ケ

シ

の
有

力

ア
イ

ヌ
で
、

エ
ト

ロ

フ
島

で
も

強

い
力

を

持

っ
て

い

た

イ

コ

ト

イ

が

、

「
ロ

シ

ア
國

主

」

に

ラ

ッ

コ
皮

二
枚

と

行

器

一
つ
を

送

っ
て

い

(31

)

る
、
と
い
う
内
容

で
あ

っ
た
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
情
報
と
、

ア
イ

ヌ
の
ウ
ル
ッ
プ
島
以
北

へ
の
往
来
が
あ
る
中
で
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る

ア
イ
ヌ

「保
護
」
策
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
負

け
な
い
ア
イ
ヌ

「保
護
」
が
必
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
価
格

の
設
定
に
も
影
響
し
た
。
単
に
経
済
的
要
因
だ
け
か

ら
価
格
を
設
定
す
る
の
で
あ
れ
ぽ
、
よ
り
安

い
価
格
設
定
が
可
能
だ

っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
が
利
益
が
上
が
り
、
市
場
で
の
競
争
力
も

つ
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、

ア
イ

ヌ

「保
護
」
の
方

針
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
経
済
的
要
因
を
考
慮
せ
ず
、

ア
イ
ヌ

「保
護
」
だ
け
で
あ
れ

ば
、
場
所
開
設
以
前

の
価
格
か
ら
下
げ

る
必
要
は
な

い
。
「
日
本
」
市
場

で
の
価
格
と
い
う
、
経
済
的
要
因

の
制
約
も
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

エ

ト

ロ
フ
島
は
国
境

の
島
な
の
で
、
も

っ
と
も
ア
イ
ヌ

「保
護
」
が
求
め
ら

れ
た
所
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
価
格
設
定

に
は
経
済
的
要

因
も
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

価
格
固
定
と
対
ア
イ
ヌ
政
策

ア
イ

ヌ

「保
護
」
策
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
「撫
育
」
あ

る
い
は

「介

抱
」
が
あ
る
。

エ
ト

ロ
フ
場
所
で
の
ア
イ

ヌ

「保
護
」
策
に

つ
い
て
は
、

菊
池
勇
夫
氏
に
よ
る

「被
下
物
」

の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
場

所
に
お
け
る
様
々
な
行
事

・
儀
礼

の
際
に
、
酒

・
煙
草
な
ど

の

「日
本
」

品
が

「被
下
物
」
と
し
て
ア
イ
ヌ
に
渡
さ
れ
た
。
「被
下
物
」
は

エ
ト

ロ

フ
以
外

の
場
所
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
北
海
道
本
島

の
場
所

で
は

エ
ト

(
32
)

ロ
ブ
場
所
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
か

っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
場
所

に
お
け

る
手
厚
さ
は
、

エ
ト
ロ
フ
島
が
国
境

の
島

で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
ア
イ
ヌ

「保
護
」
策

は

「被
下
物
」

の
支
給
だ
け
で
は
な
か

っ

た
。
東
蝦
夷
地
直
轄

に
際
し
、
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
は
、
ア
イ

ヌ

「保

護
」
策
の
旦
ハ体
的
内
容
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
を
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厚
く

「撫
育
」
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
が
、
理
由
な
く
恵
も
う
と
す
れ

ぽ

ア
イ
ヌ
に
生
業
に
励
む
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
か
え

っ
て
良
く
な
い
。
そ

こ
で
、
今
ま
で
の
交
易
を
も
と

に
し
、
場
所
ご
と
に
官
吏
を
お
い
て
点
検

(
33

)

さ
せ
、
交
易

の
不
正
が
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

一

八
〇
二

(享
和
二
)
年

に
箱
館
奉
行

の
戸
川
安
論
と
羽
太
正
養
は
、
東
蝦

夷
地

の
取
締
り
の

「眼
目
」
は

ア
イ
ヌ
の
服
従
の

一
事

に
帰
す
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
服
従
と
言

っ
て
も
み
だ
り
に

「介
抱
」
の
み
を
厚
く
し
、

い
た
ず
ら
に
物
を
あ
た
え
、
美
食
を
給
さ
せ
る
な
ど
し
て

一
時

の
よ
ろ
こ

(34
)

び
を
と
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
蝦
夷
地

の
統
治
に
は
ア
イ

ヌ

「保
護
」
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
中

で
交
易

の
改
善
が
重
要
と
さ
れ

た
。
む
し
ろ

一
時
的
な
も

の
で
あ
る

「被
下
物
」
を
渡
す
こ
と
よ
り
も
、

交
易

の
改
善

の
方
が
よ
り
好
ま
し
い

「保
護
」
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
価
格

の
固
定
は
交
易

の
改
善

の
一
つ
で
あ
り
、

ア
イ

ヌ

「保
護
」

と
い
う
経
済
外
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

価
格

の

「設
定
」
に
は

「
日
本
」
市
場
と
い
う
経
済
的
要
因
の
影
響
が

あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
価
格

の

「固
定
」
は
ア
イ
ヌ

「保
護
」
策
と
い

う
経
済
外
的
要
因

に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
固
定
価
格

は

「
日

本
」
市
場
の
動
き
と
関
係
な
く
維
持
さ
れ
続
け
た
。
例
え
ぽ

エ
ト
ロ
フ
場

所
で
の
鱒
〆
粕
や
鱒
油
の
買

い
入
れ
価
格
は

「
エ
ト
ロ
フ
場
所
産
物
買
入

(
35
)

直
段
書
」
と

一
八
六
〇

(万
延
元
)
年

の
記
録
で
両
商
品
と
も
全
く
同
じ

価
格

で
あ
る
。
固
定
価
格
が
商
品
相
場
の
変
動
す
る

「
日
本
」
市
場
と
の

間
に
乖
離
を
見
せ
る
の
は
不
可
避

で
あ

っ
た
。

第

2
節

エ
ト

ロ
フ
場
所
経
営

の
推
移

エ
ト

ロ
フ
場
所

の
経
営
は
、
開
設
当
初
こ
そ
順
調
で
あ

っ
た
が
、
し
だ

い
に
悪
化
し
て
い

っ
た
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
そ
の
原
因
は
漁
獲
量

の
減
少
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
変
化
が
あ

っ
た
の
は
漁
獲
量
だ
け
で

は
な
か

っ
た
。
生
産
局
面
以
外

の
条
件
も
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
十
分
な
分
析
が
必
要

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
場
所
開
設

直
後

の

一
八
〇
三
年

に
御
普
請
元
締
格
山
田
鯉
兵
衛
が
作
成
し
た
報
告

(
36
)

(以
下
山
田
報
告
と
す
る
)
と
、
高
田
屋

の
場
所
請
負
中

の
も

の
と
考
え
ら

(
37
)

れ
る
史
料

「
エ
ト
ロ
フ
中
考
」

の
比
較
を
行
う
。
収
支
は
前
者
が
黒
字
で

あ
り
、
後
者
が
赤
字
で
あ
る
。
両
者
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
悪

化
の
原
因
を
解
明
し
て
い
く
。

場
所
開
設
当
初
の
経
営
状
況

場
所
開
設
当
初
の

エ
ト

ロ
フ
島

の
様
子
は
近
藤
重
蔵

の
記
録
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
近
藤
は

一
八
○
○
年
閏
四
月
二
四
日
に
エ
ト

ロ
フ
島

に

着
き
、
早
く
も
五
月
に
は
漁
業
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、

ア
イ

ヌ
が
漁
業

に
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
、

一
両

年
は
赤
字
が
大
き
い
と
予
測
し
て
い
る
。
し
か
し
鱒
鮭
の
豊
富
さ
を
指
摘

し
、
産
出
量
を
増
や
し
て
場
所
経
営
を
安
定

さ
せ
る
考
え
も
示
さ
れ

て

(38
)

い
る
。
ま
た
同
月
中
の
別

の
文
章
で
は

エ
ト
ロ
フ
場
所

の

一
八
○
○
年

の

(
39

)

出
荷
量
を

「
三
千
石
内
外
」
と
見
積
も

っ
て
い
る
。
五
月
付
け
の
文
章

に

は
漁
業

の
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
は
漁
業
開
始
前

の
見
通
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し
で
あ
ろ
う
。

翌
六
月
付
け
の
文
章

に
な
る
と
、
漁
業
が
始
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
そ

の

具
体
的
な
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
漁
は
予
想
以
上
に
よ
く
、

ア
イ

ヌ
の

労
働
も
懸
念
し
た
よ
う
に
は
悪

く
は
な
か
っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
場
所

は
開
設

の
時
点
か
ら
好
漁
で
あ

っ
た
。
漁
場
が
さ
ら
に
開
か
れ
、
新
規

の
開
発
も

な
く
な
る

「明
後
年
」
に
は
、

「荷
物
」

(出
産
物
)
は
格
別

に
増
え

「仕

(40

)

入
物
」
は
減
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
た
。
前
月

の
文
中

に
あ
る
経
営

の
改

善
も
可
能
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
。

近
藤
が
言
う

「明
後
年
」

の
翌
年

に
記
さ
れ
た
山
田
報
告
で
は
、
産
出

量
は

一
万
八
○
○
○
石
と
近
藤

に
よ
る

一
八
○
○
年

の
見
積
も
り
の
六
倍

で
あ
り
、
収
支
は

一
万

一
六
六
両
と
い
う
黒
字
に
な

っ
て
い
る
。
経
営
的

に
は
、
産
出
量
よ
り
も

一
万

一
六
六
両

の
黒
字
に
意
味
が
あ
る
。
産
出
量

の
み
で
は
な
く
、
販
売
価
格
も
黒
字

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

エ
ト

ロ
フ

島

は
蝦
夷
地

の
中
で
も

「
日
本
」
市
場
か
ら
最
も
遠

い
。
箱
館
ま
で
輸
送

費
が
か
か
る
が
、
そ
れ
は
山
田
報
告
で
は

一
〇
〇
石
あ
た
り
三
五
両

で
あ

っ
た
。
山
田
報
告
の
鱒
〆
粕
産

出
量
は
四
〇
万
貫
目
11

一
万
石
と
あ
り
、

仮

に
鱒
〆
粕
を
全
て
箱
館
ま
で
運
べ
ば
、
そ
の
運
賃
だ
け
で
三
五
〇
〇
両

と
な
り
、
こ
れ
は
鱒
〆
粕

の
販
売
代
金

一
万

一
四
二
八
両
余
の
約
三
割

に

相
当
す
る
。
輸
送

コ
ス
ト
が
か

か
る
以
上
、
そ
れ
に
見
合
う
販
売
価
格
が

必
要

で
あ

る
。
山
田
報
告
に
記

さ
れ
た
価
格

「金
壹
両

二
付
三
拾
五
貫

目
」
と
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
適

う
販
売
価
格

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
仕
入
物
代
金
も
当
然

な
が
ら
重
要
な
要
素
と
な
ろ
う
。
近
藤

は

一
八
○
○
年

の

「明
後
年
」

に
は
新
規

の
開
発
も
な
く
な
る
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
従
え
ば
、
山
田
報
告

の
時
点
で
は
す
で
に
初
期
投
資

は
終
え
て
い

る
と
想
定
で
き
る
の
で
、
仕
入
物

は
ア
イ
ヌ
へ
の
代
物
や
産
物

の
生
産

に

必
要
な
俵
な
ど
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は

「
日
本
」
市
場
で
調
達
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

一
万
八
○
○
○
石

の
産
物
の
た
め
の
仕
入
物
が
四
〇
〇
〇
両

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
も
黒
字
に
寄
与
し
た
と
言
え
る
。

エ
ト

ロ
フ
場
所

の
漁
業
は

「
日
本
」
側

の
予
想
以
上
に
順
調
で
あ

っ
た
。

(
41
)

山
田
報
告
を
受
け
て
箱
館
奉
行

の
戸
川

・
羽
太
は

「安
心
仕
候
」
と
し
て

い
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
は
エ
ト

ロ
フ
場
所
経
営

に
は
明
る
い

見
通
し
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
山
田
報
告
に
書
か
れ
た
エ
ト
ロ

フ
場
所

の
繁
栄
は
持
続
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

場
所
経
営
の
悪
化

表
2
は
、
山
田
報
告
と
高
田
屋

の
史
料

「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」

の
収
支

の

内
訳
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」

に
は
、
年
代

の
表

記
は
な
い
。
し
か
し
、
運
上
金
が
千
両
と
な

っ
た
の
は
早
く
て
も

一
八
○

(42
)

六

(文
化
三
)
年
か
ら
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
史
料

の
成
立
は
、

一
八
〇

六
年
か
ら
高
田
屋
が
場
所
請
負
か
ら
外
さ
れ
た

一
八
三
二
年
ま
で
の
間
と

す
る
こ
と
が

で
き
る
。
二

つ
の
史
料

に
は
、
産
出
量
や
価
格
に
大
き
な
差

が
見
ら
れ
る
。
何
よ
り
も
山
田
報
告
が

一
万

一
六
六
両
の
黒
字

で
あ

っ
た

の
に
対

し
、
「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」
で
は

一
四
五
九
両
二
分

の
赤
字
と
な

っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

エ
ト
ロ
フ
場
所

の
産
物

の
中

で
量

・
額
と
も
最
大

の
鱒
〆
粕
を
中
心
に
検
討
す
る
。

収
入

の
合
計

は
、
二
万
二
四

一
七
両

か
ら
六
八
五
三
両
に
減

っ
て
い
る
。
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先
行
研
究
で
は
、
産
出
量

の
減

少
が
原
因

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
総
産
出

量
は

「
エ
ト
ロ
フ
中
考
」
で
は

一
万
石
と
な

っ
て
お
り
、
山
田
報
告

の

一

万
八
○
○
○
石
か
ら
減
少
し
て
い
る
。
鱒
〆
粕

の
占
め
る
割
合
は
依
然
と

し
て
大
き
い
が
、
そ
の
産
出
量

も
五
三
五
〇
石
で
あ
り
、
四
〇
万
貫
目
囗

一
万
石
で
あ

っ
た
山
田
報
告

に
比
べ
る
と
大
き
く
減

っ
て
い
る
。
山
田
報

告

の
よ
う
に
産
出
量
が
多
け

れ
ぽ
、
収
入
も
多
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
産
出
量
が
多
け
れ
ば
、
仕

入
物

の
代
金
や
運
賃
と
い

っ
た
支
出
も
多

項 目 山田報告 エ トロフ中 考

鱒〆粕 1万1428両 余 4040両

赤魚〆粕 571両 余

雑魚粕 910両

鱒油 2500両

収 赤魚油 187両 余

鱒油雑魚油取合 523両

塩鱒 1000両

鱒塩切 1380両

入 紅鱒 160両

秋味鮭 4000両

秋味切圍 2571両 余

合計 2万2417両 6853両

仕入物代金 4000両 3400両

支配人番人稼方給金路用金 1100両

番人給金 850両

支 運賃 7151両 2700両

御上様江上納御口銭 137両

問屋 口銭 137両

出 蔵鋪 68両2分

御運上金 1000両

市中積金 20両

合計 1万2251両 8312両2分

差 し引き 1万0166両 1459両2分 不 足

く
な
る
。
価
格

・
運
賃
が

「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」

の
水
準
で
、
鱒
〆
粕
が

一

〇
〇
石
冂
四
〇
〇
〇
貫
目
増
加
し
た
場
合
、
収
入
は
約
八

一
両
増
加
す
る

(
43
)

が
、
支
出
も
六
五
両
増
加
し
収
支

の
改
善
は
約

一
六
両
と
な
る
。
「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」

で
は
、
鱒
〆
粕
は
売
上
総
額

の
五
九
%
を
占

め
て
い
る
。
不

足
分

一
四
五
九
両
二
分

の
五
九
%
に
あ
た
る
約
八
六

一
両
を
鱒
〆
粕

で
あ

が
な
う
と
す
る
な
ら
ぽ
、
五
三
八
二
石
11
一
二

万
五
二
七
六
貫
目
が
さ
ら

に
必
要
と
な
る
。
実
際
の
鱒
〆
粕
産
出
量
二

一
万
四
〇
〇
〇
貫
目
と
合
わ

表2エ トロフ場所経 営の内訳

表3エ トロフ場所産物販売価格(1両 につ き)

山田報告 鱒〆粕…35貫目 鱒 油 …1挺

赤 魚油 …0.80挺

塩鱒…120本 赤魚〆粕…35貫目

エ ト・フ中考 鱒〆粕…49.5貫 目 鱠油雑魚油取合…1.72 鱒塩切…195本 雑魚粕…61.躓目

挺の場合は小数第3位 以下を四捨五入

せ
る
と
四
二
万
九
二
七
六
貫
目
と
な
り
、
山
田

報
告
よ
り
も
む
し
ろ
二
万
九
二
七
六
貫
目
増
産

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
物

の
販
売
価
格
も
下

落
し
て
い
た
。
各
産
物

の
販
売
価
格
を
比
較
し

た
も

の
が
表

3
で
あ

る
。
鱒

〆
粕

の
場
合
、

「
エ
ト

ロ
フ
中

考
」
で
は

一
両

に

つ
き
約

四

九

・
五
貫
目
と
な

っ
て
お
り
、
山
田
報
告
の

一

両
に
つ
き
三
五
貫
目
か
ら
大
き
く
値
を
下
げ
た
。

販
売
価
格
が
山
田
報
告

の
水
準
で
あ
れ
ば
、

鱒
〆
粕

の
売
上
額
は

「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」

の
水

準

で

「舩
中
手
当
分
」
を
加
え
た
四
三
二
三
両

余
よ
り

一
七
九

一
両
多
く
な
る
。
こ
こ
か
ら
売

上
額

に
か
か
る
支
出

(「御
上
様
江
上
納
御
口

銭
」
・
「問
屋
口
銭
」
・
「蔵
鋪
」)
八
九
両
余
を
引

い
て
も

一
七
〇

一
両
余
多
い
こ
と
と
な
る
。
こ
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れ
が
あ
れ
ば
、
「
エ
ト

ロ
フ
中
考
」
全
体

の
赤
字
分

一
四
五
九
両
二
分
を

補

い
、
約
二
四
二
両

の
黒
字
経
営
乏
な
る
。

山
田
報
告
と

「
エ
ト
ロ
フ
中
考
」
で
は
、
支
出
面
で
も
違

い
が
あ
る
。

仕
入
物

の
代
金
は
、
山
田
報
告

で
は
出
産
物

一
万
八
○
○
○
石
に
対
し
て

四
〇
〇
〇
両

で
あ

っ
た
が
、
「
エ
ト
ロ
フ
中
考
」

で
は
出
産
物

一
万
石
に

対
し
て
三
四
〇
〇
両

で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
出
産
物

一
〇
〇
石
当
た
り
に
換

算
し
て
比
較
す
る
と
、
山
田
報
告
が
二
二

・
二
両

で
あ
る
の
に
対
し

「
エ

ト
ロ
フ
中
考
」
で
は
三
四
両
と
な

っ
て
い
る
。
仕
入
物
の
価
格
が
山
田
報

告
の
水
準

で
あ
れ
ぽ
、
そ
の
代
金
は

一
一
八
○
両
少
な
く
て
す
み
、
そ
れ

だ
け
で
赤
字
分
は
二
七
九
両
二
分
に
ま
で
圧
縮
で
き
た
の
で
あ
る
。
前
節

で
述
べ
た
ア
イ

ヌ
か
ら
の
買
い
入
れ
価
格
の
固
定
は
、
産
物
に
対
す
る
代

物

の
量
が
変
化

し
な

か

っ
た

こ
と
を
意
味
す

る
。
「日
本
」
市
場

で
の

「
日
本
」
品
価
格
が
上
昇
し
て
も
、
代
物

の
量
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
仕
入
物

の
代
金

の
上
昇
は
、
そ
の
ま
ま
場
所
経
営
に

影
響
し
た
で
あ
ろ
う
。

仮
に
漁
獲
量
が
山
田
報
告
の
水
準

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
産
物

の
販
売

価
格
や
仕
入
物
の
価
格
が

「
エ
ト
ロ
フ
中
考
」

の
水
準
で
あ
れ
ぽ
、

エ
ト

ロ
フ
場
所
は
黒
字
経
営

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

っ
た
。
経
営
悪
化

の
原
因

を
、
漁
獲
量
の
減
少

の
み
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

エ
ト

ロ
フ
場
所
経
営
を
圧
迫
し
た
要
因
と
し
て
、
販
売
価
格

の
下
落
や
仕
入
物

価
格
の
上
昇
と
い
う

「
日
本
」
市
場

の
動
向
は
無
視

で
き
な

い
。

エ
ト
ロ

フ
場
所
経
営

の
悪
化
は
、
漁
獲
量

の
減
少
と
い
う
自
然
現
象

の
み
が
原
因

で
は
な
く
、
市
場

の
動
向
と
い
う
社
会
経
済
的
問
題
が
原
因
で
も
あ

っ
た

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り

に

蝦
夷
地
で
の

「
日
本
」
人

の
生
産
活
動
は

「日
本
」
市
場

に
向
け
て
の

も

の
で
あ
り
、
そ
の
動
向
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

エ
ト

ロ

フ
場
所

は
幕
府

の
手

に
よ

っ
て
開
設
さ
れ
、
産
物

の
買
い
入
れ
価
格
は

「設
定
」
さ
れ

「
固
定
」
さ
れ
た
。
価
格

の

「設
定
」
は
、
す

で
に

「
日

本
」
市
場

へ
産
物
を
供
給
し
て
い
た
ク
ナ
シ
リ
場
所
で
の
価
格
を
基
準
と

し
て
お
り
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が

「
日
本
」
市
場

の
影
響
下
に
あ

っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
価
格

の

「固
定
」

は
、
対

ア
イ
ヌ
政
策
と
い
う
経
済
外
的

要
因

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
場
所
経
営
は
そ
の
制
約

の
下

に
行
わ
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
場
所

の
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
の
は
、
「
日
本
」
市
場

の

動
向
と
い
う

エ
ト

ロ
フ
島
外

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

エ
ト
ロ
フ
場
所
最
大

の

産
物

の
鱒
〆
粕
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
鶴
岡
実
枝
子
氏

に
よ
れ
ば
、
敦

賀
で
の
〆
粕
相
場
は
享
和
期
に
比

べ
文
化
期
末

に
は
下
落
し
て
い
た
。
鰯

の
〆
粕

一
〇
貫
目
当
た
り
の
価
格

(
一
月
)
は
、
山
田
報
告
の
前
年

の

一

八
〇

二
年

に
銀
二
三
匁
で
あ

っ
た
も

の
が
、

一
八

一
五

(文
化

一
二
)
年

(
44

)

に
な
る
と
銀

一
九
匁
五
分
に
下
落
し
て
い
る
。
文
化
期
に
江
差
方
面
や
西

(
45
)

蝦
夷
地

に
お
け
る
鰊

の
漁
獲
が
回
復
し
て
い
る
。
鰊
か
ら
も
〆
粕
を
生
産

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
も
〆
粕
価
格
下
落

の

一
因
で
あ

っ
た
の
だ
ろ

う
。
供
給
増
加
が
、
価
格
の
下
落
を
招
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
連

関

の
分
析

は
今
後

の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
価
格
競
争
に

エ
ト
ロ
フ
場
所
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エ トロフ問題の歴史的起源

は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

エ
ト
ロ
フ
場
所
は
、
開
設
時

に
は

「
日
本
」
市
場
に
適
う
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

一
方
で
市
場
原
理
に
直
面
し
、

一
方

で
経
済
外
的

制
約
を
受
け
て
い
た
。
販
売
価
格

の
下
落
や
仕
入
物
価
格

の
上
昇
に
よ

っ

て
、
経
営
は
悪
化
せ
ざ
る
を
得

な
か

っ
た
。
場
所
開
設
当
初

の
明
る
い
見

通
し
は
、
「
日
本
」
市
場
の
動

き
に
よ

っ
て
覆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

エ
ト

.

ロ
ブ
島

で
の
場
所
開
設
に
も
漁
業
経
営

の
悪
化

に
も
、
「日
本
」
市
場
が

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

.

販
売
価
格

の
下
落
や
仕
入
物

価
格

の
上
昇
を
、
固
定
さ
れ
た
買

い
入
れ

価
格

に
転
嫁
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
収
支

は
赤
字
と
な

っ
た
。
「日
本
」

市
場

の
動
向
が
場
所
経
営
に
不
利

に
働
き
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
経

済
外
的
要
因
が
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
場
所
請
負
人
は
赤
字
経
営

に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究

の
中
で
は
、
場
所
請
負
人
は
ア
イ

ヌ
社
会
を
破
壊
す

る
も

の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
蝦
夷
地
で
起

き
た
こ
と
に
多
く
の
注
意
を
払

い
す
ぎ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

場
所
請
負
人
は
、
市
場
で
あ
る

「日
本
」
と
、
生
産
地

で
あ
る
蝦
夷
地
を

結
ぶ
存
在
で
あ
る
。
場
所
請
負

人
が
抱
え
て
い
た

「
日
本
」
側

の
事
情

に

つ
い
て
も
注
意
を
払
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

エ
ト
ロ
フ
島

で
の
場
所
経
営
を

分
析
す
る
中
で
見
え
て
き
た
の
は
、
変
化
す
る
市
場
と
経
済
外
的
要
因

の

あ
る
生
産
地
の
間

で
、
経
営
に
苦
し
む
場
所
請
負
人
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

注(1
)

近
世
期
に
お
い
て
は
蝦
夷
地
の
地
名
の
表
記
は
必
ず
し
も

一
定
で
は

な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は

「箱
館
」
の
よ
う
に
当
時
比
較
的
表
記
が

固
定
さ
れ
て
い
た
場
合
以
外
、
蝦
夷
地

の
地
名
は
引
用
な
ど
を
除
き
原
則

と
し
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
す
る
。

(2
)

当
時
、
蝦
夷
地
は
我
が
国
と
は
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ

っ
た
と
は

言
、兄
、
必
ず
し
も
完
全
に
は
支
配
領
域
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
我

が
国
の
支
配
領
域
は
現
在
の
も
の
と
は
異
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
範
囲

内
を
本
稿
で
は

「日
本
」
と
表
記
す
る
。

(3
)

近
藤
重
蔵

「鯨
漁
取
立

二
付
用
状
草
案
」
(『近
藤
重
蔵
蝦
夷
地
関
係

史
料

二
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
六
年
)
二
七
-
二
八
頁
。
こ
の

史
料
は
下
書
き
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
書
き
込
み
も
含
め
抹
消
さ
れ
て
い
な

い
部
分
を
用
い
た
。
以
下

『近
藤
重
蔵
蝦
夷
地
関
係
史
料
』
所
収
の
史
料

に
関
し
て
は
同
様
で
あ
る
。

(4
)

箭
内
健
次

『通
航

一
覧
続
輯

第
三
巻
』
清
文
堂

一
九
七
〇
年

五

一
二
頁
。

(5
)

外
務
省
大
臣
官
房
国
内
広
報
課

『わ
れ
ら
の
北
方
領
土

一
九
九
八

年
版
』

一
九
九
九
年

六
頁
。

(6
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

一
』
新
北
海
道
史
印
刷
出

版
共
同
企
業
体

一
九
七
〇
年

」四
七
九
頁
。

(7
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

一
』
.四
四

一
頁
。

(8
)

羽
太
正
養

「休
明
光
記
付
録
」
(北
海
道
庁

『新
撰
北
海
道
史

第

五
巻

史
料

=

一
九
三
六
年
)

六
七
四
頁
。

(9
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

こ

三
二
八
-
三
三
三
頁
。
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(10
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

一
』
三
五
九
-
三
六
〇
頁
、

四
七
九
-
四
八

一
頁
。

(11
)

高
田
屋
に
よ
る
エ
ト
ロ
フ
場
所
の
開
始
は

『新
北
海
道
史
』
で
は
一

八

一
〇

(文
化
七
)
年
と
な

っ
て
い
る
が

(北
海
道

『新
北
海
道
史

第

二
巻

通
説

=

六
〇
九
頁
)、
『松
前
町
史
』
で
は

一
八
〇
三
年
か
ら
と

な

っ
て
い
る

(松
前
町
史
編
集
室

『松
前
町
史

通
説
編

第

一
巻

下
』
松
前
町

一
九
八
八
年

七
〇
八
頁
)
。

(12
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

一
』
六
〇
七
ー
六

一
〇
頁
。

(13
)

高
田
屋
の
史
料
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は

コ
咼
田
屋
の
エ
ト
ロ
フ

場
所
の
経
営
に
つ
い
て
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
」
(菊
池

勇
夫

『
エ
ト
ロ
フ
島
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
九
年

一
七
六
頁
)
と
さ

れ
て
い
る
。

(14
)

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は

「文
政
午
年
蝦
夷
地
恵
戸
呂
府
返
地
目
録
冩

全
」
(内
閣
文
庫
蔵
)
に

「産
物
買
上
直
段
書
」
と
い
う
類
似
も
の
が

あ
る
が
、
こ
れ
に
は
誤
記
な
ど
が
あ
り
、
高
田
屋
の
史
料
を
使
用
す
る
。

(15
)

白
山
友
正

『増
訂
松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度

の
研
究
』
厳
南
堂

一
九
七

一
年

五
七
八
頁
。

(16
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

一
』
六
〇
九
頁
。

(17
)

菊
池
勇
夫

『
エ
ト
ロ
フ
島
』

一
八
四
頁
。
菊
池
氏
は
他
に
悪
天
候
や

破
船
も
経
営
悪
化
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

(18
)

北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

一
』
五
四
四
頁
。

(19
)

近
藤
重
蔵

一「ゑ
と
ろ
ふ
概
況
並

二
漁
業
見
込
等

二
付
用
状
草
案
」

(『近
藤
重
蔵
蝦
夷
地
関
係
史
料

二
』
)
五

一
-
五
二
頁
。

(20
)

幕
府
は

一
七
九
八
年

一
二
月
に
書
院
番
頭
松
平
忠
明
を
、
翌

一
七
九

九
年
正
月
に
勘
定
奉
行
石
川
忠
房

・
目
付
羽
太
正
養

・
使
番
大
河
内
正

寿

・
吟
味
役

三
橋

成
方

を
蝦

夷
地

取
締

御

用

掛

に
命

じ

た
。
北

海
道

『新

北
海
道

史

第

二
巻

通
説

一
』

四

四
六
頁

。

(
21
)

羽
太

正
養

「
休
明

光

記
」

(
『新

撰
北

海

道
史

第

五

巻

史
料

一
』
)

三
五

七

-
三
五

八
頁

。

(22
)

一
八
〇
七

年

に
幕
府

は
松

前

・
蝦

夷

地
全

体

を
直

轄

と

し
、
奉

行

所

を
松

前

に
移

し
た
。

そ

れ

に
よ
り
箱

館

奉

行

は
松
前

奉

行

と
改

称

さ

れ

た
。

北
海

道

『
新
北

海
道

史

第

二
巻

通
説

一
』

四
五

四
頁

。

(23
)

ク
ナ

シ
リ
場
所

の
鱒

価
格

は

一
八
○

○
年

の
直

轄

の
時

か
ら

一
二
束

で
八
升

入
り
米

一
俵

11
四

四
八
文

と
な

っ
た

の
で
あ

り
、

そ

れ

ま

で
は

八

束

で
同

じ
価

格

で
あ

っ
た
。

(荒

井
保

恵

「
東
行

漫

筆
」

(秋

葉
実

『
北
方

史
史

料

集
成

第

一
巻

』
北

海

道
出

版

企
画

セ

ン
タ

ー

一
九
九

一
年
)

一
九
六

頁
)

そ

の
場
合
表

1

の

a
/

b

の
数
値

は
ー
/

2
と

な

る
。

(
24
)

荒

井

保
恵

「
東

行

漫
筆

」

(『
北
方

史
史

料

集

成

第

一
巻
』
)

一
七

二
頁
、

玉
蟲

左
太

夫

『入

北
記

』
北

海
道

出

版

企
画

セ

ソ
タ

ー

一
九

九

二
年

一
九

一
頁

。

(
25
)

北

海
道

『新

北
海

道
史

第

二
巻

通

説

一
』

三

二
九

頁
。

(
26
)

ク

ナ

シ
リ

・
メ

ナ

シ

の
戦

い
に

つ
い

て
は

そ

の
原

因

と

し

て
、

「商

人
を
媒

介

と

し
た
松

前
藩

に
よ

る
経

済
的

収

奪
」

と

す

る
見
解

(菊

池

勇

夫

「書

評

岩
暗

奈

緒

子
著

『日

本

近
世

の

ア
イ

ヌ
社

会

』
」

『
日
本

史

研

究

』

四

四

二
号

一
九

九

九
年

四
七

頁

な
ど

)

と

「
ア
イ

ヌ
と
和

人

の
双
方
向

か
ら
規
定

さ

れ
た
関

係
秩

序

が
歪

め
ら

れ

よ
う

と

し
た

と
き

に

起

こ

っ
た
、

い
わ
ば

文

化
摩

擦

」

と
言

う
見

解

(岩
暗

奈

緒

子
著

『
日
本

近
世

の

ア
イ

ヌ
社

会
』

校

倉
書

房

一
九
九

八
年

二
〇

〇
頁

)

が
あ

る
。

(27
)

A

・
ポ

ロ
ン

ス
キ

ー

(榎

本

武

揚

訳
)

『
千

島

誌
』

叢

文

社

一
九

七

九
年

六

〇

ー
六

一
頁

。
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(
28
)

も

っ
と
も

一
八
〇

三
年

に

ラ

シ

ョ
ワ
島

ア
イ

ヌ
が
渡

来

し

た
時

に

は
、

エ
ト

ロ
フ
島

ア
イ

ヌ
の
ウ

ル

ッ
プ

島
渡

海

の
禁

止

を

告
げ

に
来

た
松

田
伝

十
郎

は
ラ

シ

ョ
ワ
島

ア
イ

ヌ
を
罰

し

た
り
追

い
返

し

た
り

は

し

て

い
な

い

(松

田

伝

十

郎

「
北

夷

談

」

(高

倉

新

一
郎

『
日
本

庶

民

生

活

史

料

集

成

第

四

巻

探

検

・
紀

行

・
地

誌

・
北

辺

編
』

三

一
書

房

一
九

六

九
年

)

一
〇

〇

1

一
〇

二
頁

)
。

ウ

ル

ッ
プ
島

以
北

の

ア
イ

ヌ
が

エ
ト

ロ

フ
島

に

く

る
こ
と

は

こ

の
時
点

で
は
必
ず

し
も
禁

じ

ら

れ

て

は

い
な

か

っ
た

の

で

は
な

い
か
。

(29
)

結
果

と

し

て
必
ず

し
も

ア
イ

ヌ

の
保

護

に

つ
な
が

ら

な

か

っ
た
と
も

考

え
ら

れ

る

の
で

「

」

を
付

し

た
。

(30
)

羽
太

正

養

「
休
明

光

記
」

(
『新

撰
北

海

道
史

第

五
巻

史
料

一
』
)

三

二
七
頁

。

(
31
)

近

藤

重
蔵

「
ウ

ル

ツ
プ
島

逗

留
赤

人

二
付

聞

取
報

告

草
案

」

(
『近

藤

重

蔵
蝦

夷
地

関

係
史

料

=

東

京
大

学

出

版
会

一
九

八

四
年
)

二
六

二

ー
二
七
〇

頁
。

(
32
)

菊
池

勇
夫

『
北
方

史

の
中

の
近
世

日

本
』
校

倉

書

房

一
九

九

一
年

二

一
〇

ー

二
四
九
頁

。

(33
)

羽

太
正

養

「
休

明
光

記
」

(
『新

撰

北
海

道

史

第

五
巻

史

料

一
』
)

三

二
六
頁

。

(
34
)

羽
太

正
養

「
休
明

光

記
」

(
『新

撰
北

海

道
史

第

五

巻

史
料

=

)

三
九

四
頁

、
菊

池

勇
夫

氏

は

「撫

育

」

と

「
介

抱

」
と

い
う

言

葉

に

つ
い

て

「
介

抱

.
撫
育

と

も
窮
民

救
済

的

な
行

為

を

さ

し

て
区
別

な

く
使

わ

れ

る

こ
と
が
多

い
が
、

介
抱

と

い
う

の

は
、

当
時

「介

抱

交
易

」

と

い
う
言

葉

が
使

わ
れ

て
い
た

よ
う

に
、
交

易

を
通

じ

て

ア

イ

ヌ
社

会

に
恩

恵

を
与

え

よ
う

と
す

る

こ
と

を
本
来

意

味

し

て

い
る
。

ま

た
、
撫

育

の
ほ
う

は
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
下
さ
れ
物
を
支
給
し
、
生
活

の
便
宜
を
与
え

よ
う
と
す
る
権
力
の
救
恤
行
為
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
」
(菊
池
勇
夫

『
エ
ト
ロ
フ
島
』

一
二
二
頁
)
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
は
む
し

ろ

「介
抱
」
の
方
が
救
恤
行
為
を
示
す
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

(35
)

「庚
申
万
延
元
年
蝦
夷
地
恵
戸
呂
府
領
分
御
引
受
留
」
(内
閣
文
庫

蔵
)。

(36
)

羽
太
正
養

「休
明
光
記
付
録
」
(『新
撰
北
海
道
史

第
五
巻

史
料

=
)
六
七
五
-
六
八
二
頁
。
以
下
、
山
田
報
告
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
よ

る
。
会
計
報
告
の
部
分
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
掲
載
す
る
。

亥
ノ
年

エ
ト
ロ
フ
場
所
御
入
用
金
産
物
御
拂
代
金
凡
差
引

山
田
鯉
兵
衛

一

金
四
千
両
程

御
仕
入
物
代
金

一

金
千
百
両
程

支
配
人
番
人
稼
方
給
金
路
用
金

壹
萬
八
千
石
目

一

金
七
千
百
五
拾
壹
両
程

船
之
運
賃

此
譯

夏
荷
物

貳
千
三
百
石
目

江
戸
廻
り

此
運
賃
千
百
九
拾
六
両

但
、
百
石
目
五
拾
貳
両

秋
味

貳
千
石
目

江
戸
廻
り

此
運
賃
千
百
六
拾
両

但
、
百
石
目
五
拾
八
両

壹
萬
三
千
七
百
石
目

箱
館
廻
り
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一一一一一

此
運
賃
四
千
七
百
九
拾
五
両

但
、
百
石
目
三
拾
五
両

〆合
金
壹
萬
貳
千
貳
百
五
拾
壹
両

亥
年
産
物
御
拂
代
金
納
方

鱒
〆
粕
四
拾
萬
貫
目

代
金
壹
萬
千
四
百
貳
拾
八
両
餘

但
、
金
壹
両

二
付

三
拾
五
貫
目

赤
魚
〆
粕
貳
萬
貫
目

代
金
五
百
七
拾
壹
両
餘

但
、
右
同
断

鱒
油
貳
千
五
百
挺

代
金
貳
千
五
百
両

但
、
金
壹
両

二
油
壹
挺

赤
魚
油
百
五
拾
挺

代
金
百
八
拾
七
両
餘

但
、
油
壹
挺

二
付

金
壹
両
壹
分

塩
鱒
拾
貳
萬
本

代
金
千
両

但
、
金
壹
両

二
百
貳
拾
本

紅
鱒
八
千
本

代
金
百
六
拾
両

但
、
金
壹
両

二
五
拾
本

秋
味
鮭
拾
貳
萬
本

代
金
四
千
両

但
、
金
壹
両

三
二
拾
本

同
切
圍
拾
八
萬
本

代
金
貳
千
五
百
七
拾
壹
両
餘

但
、
金
壹
両

二
七
拾
本

〆納
合
金

(貳
萬

"
引
用
者
)
貳
千
四
百
拾
七
両

御
入
用
金
納
金
分
6
差
引

金
壹
萬
百
六
拾
六
両

全
御
収
納

(37
)

北
方
歴
史
資
料
館
蔵
初
出
史
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
全
文
を
掲

載
す
る
。

エ
ト
ロ
フ
中
考

覚

一

鱒
〆
粕

五
千
三
百
五
拾
石

内

三
百
五
拾
石
目

舩
中
手
当
分
引

正
味

五
千
石
目

但

四
拾
五
六
貫
目
6
下
物
五
拾
弐
三
貫
目

平
均
四
拾
九
貫
五
百
目
替

代
金
四
千
四
拾
両
程

雑
魚
粕

千
五
百
石
目

内

百
石
目

舩
中
ノ
手
当
分
引

正
味
千
四
百
石
目

但

五
拾
八
九
貫
目
よ
り
下
物
六
十
三
四
貫
目

平
均
六
拾
壱
貫
五
百
目
替

代
金
九
百
拾
両
程

鱒
塩
切

弐
千
五
百
石
目

内

弐
百
五
拾
石
目

舩
中
手
当
分
引

正
味
弐
千
弐
百
五
拾
石
目

但

両

二

百
五
六
十
本
6
弐
眉
三
十
本

平
均
百
九
十
五
本
替

代
金
千
三
百
八
拾
両
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一

鱒
油
雑
魚
油
取
合
千
三
百
挺

内

六
拾
五
挺

舩
中
手
当
分
引

正
味
千
弐
百
三
拾
五
挺

但

雑
魚
油
弐
拾
弐
挺
6
拾
弐
挺
迄

平
均
十
七
挺
替

代
金
七
百
弐
拾
両

内

金
百
九
拾
七
両

但
エ
ト
ロ
フ
御
場
所

二
而
油
壱
挺

二
付

壱
貫
百
弐
十
文
宛
上
納
之
分
引

正
味
金
五
百
弐
拾
三
両

合
金
六
千
八
百
五
拾
三
両

内

一

金
弐
千
七
百
両

壱
万
石
目

運
賃
引

一

金
百
三
拾
七
両
程

御
上
様
江
上
納

御
口
銭

一

金
百
三
拾
七
両
程

問
屋
口
銭

一

金
六
拾
八
両
弐
分
程

蔵
鋪

一

金
千
両

御
運
上
金

一

金
弐
拾
両

市
中
積
金

弐
分
之
分

一

金
八
百
五
拾
両
程

番
人
給
金

一

金
三
千
四
百
両

諸
仕
入
物
代
金

此
〆
金
八
千
三
百
拾
弐
両
弐
分

引
残
金
千
四
百
五
拾
九
両
弐
分

不
足

(38
)

近
藤
重
蔵

「ゑ
と
ろ
ふ
概
況
並
二
鯨
漁
取
立

二
付
用
状
草
案
」
(『近

藤
重
蔵
蝦
夷
地
関
係
史
料

二
』)
八
-
一
七
頁
。

(39
)

近
藤
重
蔵

「
ゑ
と
ろ
ふ
渡
海
船

二
付
用
状
草
案
」)
(『近
藤
重
蔵
蝦

夷
地
関
係
史
料

二
』
)
二
二
頁
。

(40
)

近
藤
重
蔵

「ゑ
と
ろ
ふ
概
況
並

二
漁
業
見
込
等

二
付
用
状
草
案
」

(『近
藤
重
蔵
蝦
夷
地
関
係
史
料

二
』)
五
六
-
五
八
頁
。

(41
)

羽
太
正
養

「休
明
光
記
付
録
」
(『新
撰
北
海
道
史

第
五
巻

史
料

一
』
)
六
七
五
頁
。

(42
)

高
田
屋
の
エ
ト
ロ
フ
場
所
請
負
の
運
上
金
が

一
〇
〇
〇
両
と
な

っ
た

の
を
、

一
八
〇
六
年
か
ら
と
す
る
も
の

(北
海
道

『新
北
海
道
史
年
表
』

北
海
道
出
版
企
画
セ
ソ
タ
ー

一
九
八
九
年

九
五
頁
、
松
前
町
史
編
集

室

『松
前
町
史

通
説
編

第

一
巻

下
』
ぎ
ょ
う
せ
い

一
九
八
八
年

七
〇
八
頁
)
と
、

一
八

一
八

(文
政
元
)
年
か
ら
と
す
る
も
の

(北
海
道

『新
北
海
道
史

第
二
巻

通
説

こ

六
〇
九
頁
)
が
あ
る
。

(43
)

「御
上
様
江
上
納
御
口
銭
」
・
「問
屋
口
銭
」
・
「蔵
鋪
」
が
合
わ
せ
て

四
両
「.
運
賃
が
二
七
両

・
仕
入
物
代
金
が
三
四
両
と
な
る
。
な
お
仕
入
物

代
金
は
後
述
の
よ
う
に
出
産
物

一
〇
〇
石
あ
た
り
三
四
両
で
換
算
。

(44
)

鶴
岡
実
枝
子

「近
世
近
江
地
方

の
魚
肥
流
入
事
情
」
『史
料
館
研
究

紀
要
』
第
三
号

一
九
七
〇
年

二
九
二
頁
。

(45
)

松
前
町
史
編
集
室

『松
前
町
史

通
説
編

第

一
巻

下
』
六
九
四

頁
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
史
料

の
閲
覧

・
使
用
を
承
諾
く
だ
さ
っ
た
高
田

嘉
七
氏
と
北
方
歴
史
資
料
館
に
対
し
、
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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